
選定理由

Ⅰ．生態系被害が大きいもの。

Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高い。

Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。

Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、

     知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大である。

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い。

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して甚大な被害を及ぼす。

【国外由来の外来種】 ：特定外来生物に指定済み

※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入

No
和名

（別名、流通名）
学名 選定理由 定着段階 対策優先度の要件 外来生物法上の空文 現行の外来種リストでのカテゴリー

侵入・定着防止外来種（未定着）

定着防止外来種（侵入はしているが定着していない種）

1 ヒョウモントカゲモドキ Eublepharis macularius Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種

2 ブラウンアノール Anolis sagrei Ⅰ 未定着 特定外来生物 その他の定着予防外来種

3
特定外来生物のアノール属（グリーンアノール、ブ
ラウンアノール除く。）

Anolis spp. Ⅳ 未定着 特定外来生物 その他の定着予防外来種

4 ミナミオオガシラ Boiga irregularis Ⅰ 未定着 特定外来生物 その他の定着予防外来種

5
特定外来生物のオオガシラ属（ミナミオオガシラを
除く）

Boiga spp. Ⅳ 未定着 特定外来生物 その他の定着予防外来種

6 アメリカスッポン属 Apalone  spp. Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種

7 ニシキガメ属 Chrysemys  spp. Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト改定案　＜動物（爬虫類）＞ 参考資料４
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和名

（別名、流通名）
学名 選定理由 定着段階 対策優先度の要件 外来生物法上の空文 現行の外来種リストでのカテゴリー

8
チズガメ属3種（ミシシッピチズガメ、フトマユチズガ
メ（サビーンチズガメを含む）、ニセチズガメ）

Graptemys  spp. Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種

9 クーターガメ属 Pseudemys  spp. Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種

10 チュウゴクセマルハコガメ
Cuora flavomarginata
flavomarginata

Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種

11 ハナガメ Mauremys sinensis Ⅳ 未定着 特定外来生物 その他の定着予防外来種

12
特定外来生物のハナガメ交雑個体（ハナガメ×ニ
ホンイシガメ、ハナガメ×ミナミイシガメ、ハナガメ
×クサガメ）

Mauremys. sinensis ×
Mauremys japonica、
Mauremys sinensis ×Mauremys
mutica、
Mauremys sinensis ×Mauremys
reevesii

Ⅳ 未定着 特定外来生物

13 ニオイガメ属 Sternotherus spp. Ⅳ 未定着

14 ワニガメ属 Macrochelys spp. Ⅲ,Ⅳ 未定着 その他の定着予防外来種
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和名

（別名、流通名）
学名 選定理由 定着段階 対策優先度の要件 外来生物法上の空文 現行の外来種リストでのカテゴリー

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

15 スウィンホーキノボリトカゲ
Diploderma swinhonis (Japalura
swinhonis )

Ⅳ 定着初期／限定分布 ① 特定外来生物 その他の定着予防外来種

16 グリーンアノール Anolis carolinensis Ⅰ,Ⅱ
分布拡大期～まん延
期（小笠原・南西諸島
で特に注意）

①②③ 特定外来生物 緊急対策外来種

17 タイワンハブ Protobothrops mucrosquamatus Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
分布拡大期～まん延
期（小笠原・南西諸島
で特に注意）

①②③④ 特定外来生物 緊急対策外来種

18 タイワンスジオ Elaphe taeniura friesi Ⅰ,Ⅱ
分布拡大期～まん延
期（小笠原・南西諸島
で特に注意）

①②③ 特定外来生物 緊急対策外来種

19 カミツキガメ Chelydra serpentina Ⅰ,Ⅲ 定着初期／限定分布 ①④ 特定外来生物 緊急対策外来種

20 アカミミガメ Trachemys scripta Ⅰ
分布拡大期～まん延
期

① 特定外来生物（条件付） 緊急対策外来種

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

21 ニホンヤモリ Gekko japonicus Ⅰ
分布拡大期～まん延
期

22 ホオグロヤモリ Hemidactylus frenatus Ⅳ
分布拡大期～まん延
期（小笠原・南西諸島
で特に注意）

23 グリーンイグアナ Iguana iguana Ⅳ
定着初期／限定分布
（小笠原・南西諸島で
特に注意）

重点対策外来種

24 チュウゴクスッポン Pelodiscus sinensis Ⅳ 定着初期／限定分布 その他の総合対策外来種

25 ミナミイシガメ Mauremys mutica mutica Ⅳ 定着初期／限定分布 その他の総合対策外来種
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学名 選定理由 定着段階 対策優先度の要件 外来生物法上の空文 現行の外来種リストでのカテゴリー

【国内由来の外来種】

※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1 八丈島のニホントカゲ Plestiodon japonicus Ⅳ 国内由来の外来種 ①③ 重点対策外来種

2 九州（屋久島を含む。）のオキナワキノボリトカゲ
Diploderma polygonatum
polygonatum

Ⅳ 国内由来の外来種 ① 　 重点対策外来種

3 南西諸島のニホンスッポン Pelodiscus japonicus Ⅳ 国内由来の外来種 ①② 重点対策外来種

4 沖縄島、宮古島などのヤエヤマセマルハコガメ Cuora flavomarginata evelynae Ⅳ 国内由来の外来種 ②③ 重点対策外来種

5 沖縄島、宮古島などのヤエヤマイシガメ Mauremyｓ mutica kami Ⅰ,Ⅱ 国内由来の外来種 ②③ 重点対策外来種

【国外由来の外来種との指摘がなされているが、国内に自然分布域を持つ可能性を現時点では否定できない種】
※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入

総合対策外来種（定着）
防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1 自然分布域外のクサガメ Mauremys reevesii Ⅰ
分布拡大期～まん延
期

①③

2
クサガメ×ニホンイシガメ（ウンキュウ、イシクサガ
メ、イシクサ）

Mauremys reevesii ×
Mauremys japonica

Ⅰ
分布拡大期～まん延
期

①②③
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